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幸手駅橋上駅舎及び東西自由
通路完成記念魅力発信事業

記念事業を開催したことにより、市民の念願であった
新たに生まれ変わった幸手市の玄関口を市を挙げて記
念することが出来た。その結果、郷土愛の醸成と新た
な個性、にぎわい、交流の場の創出が出来た。市内外
の者に幸手駅を評価してもらう機会ができ、記念事業
の開催により市民の深い記憶にとどめることが出来
た。

成果検証を踏まえた
今後の改善策

幸手市民の長年の念願であった新幸手駅舎と東西自由通路が完成したこと
で市民の利便性が増し活力が生まれた。この活力を今後の発展に生かすべ
く継続した維持管理を進めていく。

実施事業について
十分に成果が認められた点

記念事業を実施することで、事業に参加したものに各種記念行事への参
加、木工体験、階段アートや「幸せの予感モニュメント」の体感を通じ
て、新しい駅舎、新たな個性、利便性をアピールできた。

実施事業について
成果が不十分である点

記念式典出席以外の方からの「記念式典パンフレットがほしい」という声
を多くいただき、パンフレットの在庫が早々に無くなった。

【成果検証の総括・改善策の検討】


